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る可能性があり，すべて再検討を要する．国外の
記録としては，ロシア以外に韓国と北朝鮮からの
報告がある．

計測値の平均（n = 20）: BL, 3.71; FBL, 1.81; AL, 
0.79; PL, 0.68; PW, 0.80．

国内の分布：北海道，本州，四国，九州；淡路島．

エ ゾ セ ス ジ ヒ ゲ ブ ト ハ ネ カ ク シ  A l e o c h a r a 
(Triochara) nubis (Assing, 1995)
（図 3, 4c, 5c, 6–7）

丸山（2002）により北海道から記録された．日
本からは北海道の太平洋沿岸のみで確認されてお
り，少ない種である．Assing (1995) によりロシア
極東から新種記載され，北海道からカムチャツカ
半島にかけて分布する．

計測値の平均（n = 20）: BL, 4.26; FBL, 2.04; AL, 
0.95; PL, 0.73; PW, 0.89．

国内の分布：北海道．
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図 7. 各種の交尾器中央片 （♂），受精嚢（♀）．

【短報】本州におけるヘリアカゴミムシダマシの記録
ヘ リ ア カ ゴ ミ ム シ ダ マ シ Cenoscelis lateralis 

(Boheman, 1858) は，インドから東南アジア一帯，
さらにマリアナ，ハワイにかけて広い分布域をも
つゴミムシダマシである．日本では南九州から琉
球列島にかけて分布しているものの，本州におけ
る記録は知られていない．筆者らは三重県で採集
された標本を所持しているので報告しておきたい．

1♀，三重県菰野町竹成 , 31-VII-2012，市川太採集，

秋田勝己保管．
市川が勤務する工場内で得た．工場内には中国

杭州から輸入された荷物があったことから，これ
にまぎれて移入された個体である可能性が否定で
きないものと思われる．
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